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 M03 
 

本製品をご購入された方へ 
 

 

 
arrows M03 をご購入いただきまして、まことにありがとうございます。 
ここでは、「かんたん操作ガイド」を読むにあたっての注意事項と、本製品の機能、
GoogleTMアカウントの新規登録手順について説明します。 
 
 「かんたん操作ガイド」の記載について .......................................................  1 
 本製品の機能について .........................................................................................  5 
 Google アカウント新規登録操作手順 .............................................................  7 
 

 「かんたん操作ガイド」の記載について 
「かんたん操作ガイド」に掲載している一部の内容は、本製品と異なっています。 
 
１. ホーム画面 

画面に表示されているアプリやアイコンの位置が、「かんたん操作ガイド」に
掲載されている画面と異なっています。 

 

  

本製品のホーム画面 
※本製品起動時の画面で説明しています。 
このウィジェットには「イオンモバイルア
プリ」が表示されます。

「かんたん操作ガイド」のホーム画面 
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２. インターネットについて 

「かんたん操作ガイド」のインターネットの最初の手順を以下のように読み替
えてください。 

 
①ホーム画面を左にフリック ②［ブラウザ］ 

  

 
３. シンプルホームへの変更方法 

本製品をご購入時には、「LeafUI」がホーム画面に設定されています。ここで
は、ホーム画面を「シンプルホーム」に変更する方法を説明します。 

 

①ホーム画面を左にフリック ②［設定］ 
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③［壁紙・画面］ ④［ホーム画面切替］ ⑤［シンプルホーム］ 

   

 
４. シンプルホームのホーム画面 

「シンプルホーム」のホーム画面について説明します。 
 

 

 
① ステータスバー

ステータスバーを下にフリックすると、通知パネルが表示されます。
② ウィジェット（GoogleTM検索）

インターネットに接続して検索することができます。
③ アプリ（電話、電話帳、メール、インターネット）

各アプリを起動できます。 
・アプリの移動、削除、変更はできません。

 
 

③

④
⑦

⑤

⑥

①
②
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④ MENUアイコン
メニュー一覧画面を表示して、アプリを起動できます。 
・メニュー一覧画面をカスタマイズすることはできません。

⑤ ワンタッチ電話ボタン
電話帳の連絡先を登録しておくと、タップして電話をかけることができ
ます。 
・ワンタッチ電話ボタンを登録しなおす場合は、ロングタッチして画面
上部の までドラッグし、削除してから登録してください。 
 
電話帳で連絡先を変更した場合は、ワンタッチ電話ボタンの連絡先も登
録しなおしてください。 
 

⑥ カスタマイズエリア
アプリやウィジェットを配置できます。 
アプリやウィジェットを変更する場合は、変更したい場所のアプリや
ウィジェットを削除してから登録します。 
・削除：ロングタッチして画面上部の までドラッグ 
・登録：［MENU］－［アプリ］からアプリやウィジェットをロングタッチ 
・移動：ロングタッチして移動したい場所までドラッグ

⑦ ナビゲーションバー
画面下部のナビゲーションバーに、画面を操作するためのアイコンが表
示されます。 
アイコンの名称と動作は次のとおりです。 
バックアイコン 

タップ：直前の画面に戻ったり、アプリを終了したりできます。 
ホームアイコン 

タップ：ホーム画面に戻ります。 
ロングタッチ：Google 検索を起動します。Google NowTM使用の確認画
面が表示された場合は、画面の案内に従って操作してください。 
最近使ったアプリアイコン 

タップ：最近使ったアプリを表示します。 
・サムネイルをタップすると、アプリを表示できます。 
・サムネイルを左右にフリックするとアプリを終了できます。すべての
アプリを終了するには［全て終了］をタップします。 
／ いつでもズームアイコン 

タップ：画面を拡大したり、拡大前の画面に戻したりできます。

 

  

▊補足 
 ホーム画面を左にフリックすると発信履歴画面が表示され、右にフリッ
クすると着信履歴画面が表示されます。 



 

 

5
 

 本製品の機能について 
「かんたん操作ガイド」には掲載していない、本製品の便利な機能について説明し
ます（ここでは、ホーム画面が「LeafUI」の場合で説明しています）。 

 
１. いつでもズーム 

画面を拡大して表示することができます。 
 

① をタップ  

  

 

 
 
 
 
  

▊補足 
 拡大した画面をピンチアウト／ピンチインするとズームイン／ズーム
アウトできます。 

 をタップすると、拡大前の画面に戻ります。 
 スライドディスプレイアイコンへ切り替えたり、アイコンを非表示に
したりする場合は、以下の手順で設定できます。 
ホーム画面を左にフリック→［設定］→［便利機能］→［ナビゲーショ
ンバー］→［アイコン選択］ 
ご購入時は「いつでもズーム」に設定されています。 
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２. はっきり文字 

大きくて見やすい文字に切り替えることができます。 
 

①ホーム画面を左にフリック ②［設定］ 

  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

③［言語・文字・入力］ ④［はっきり文字］にチェック 

  

 
▊補足 
 ステータスバーを下にフリックして通知パネルの設定メニュー［はっき
り文字］をタップしても設定できます。 
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 Google アカウント新規登録操作手順 
 
本製品で Google アカウントを新規作成するには、以下の手順で行ってください。
ネットワーク（LTE/Wi-Fi など）への接続が必要となります（ここでは、ホーム画
面が「LeafUI」の場合で説明しています）。 
 
1. ホーム画面を左にフ
リック 

2.［設定］ 3.［端末管理］

   

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
4. ［アカウント］ 5.［アカウントを追加］ 6.［Google］をタップし

てしばらく待つ 
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7. ［または新しいアカ
ウントを作成］ 

8.「姓」と「名」を入力
して［次へ］ 

9.「生年月日」「性別」
を入力して［次へ］ 

   

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━   
10. 設定したいユーザー名を入力して
［次へ］ 

 

  

 

▊補足 
 手順10で設定したユーザー名でGmailTMアドレスが作成されます。 
Gmail アドレスがすでに第三者に取得されている場合、「このユーザー
名は既に使用されています。別のユーザー名を選択してください。」
と表示されます。別のユーザー名を入力するか、［ユーザー名の候補］
からお好みのユーザー名をタップし、［次へ］をタップします。
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11. 任意のパスワード（8 文字以上）
を入力し、同じパスワードを下欄
に入力して［次へ］ 

※Google アカウントとパスワード
は忘れないように、メモなどをお
取りください。

12.再設定用の電話番号が表示される
ので確認して［次へ］ 

※電話番号の確認をしない場合は
［スキップ］→手順14 

  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
13. ［確認］をタップし
てしばらく待つ 

14.［同意する］ 15.［次へ］をタップし
てしばらく待つ 
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16. ［次へ］ 
※サービスの内容を確認し、必要に
応じてチェックを入れます。 

17.お支払い情報の設定を選択して
［次へ］ 

※ここでは例として［スキップ］を
タップします。

  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
18. 「アカウント」が表示された
ら［Google］ 

19.作成したGmail アドレスが「アカウン
ト」に表示されていることを確認 

  

 
 

以上で操作完了です。 
 

▊補足 
 手順19でGoogle サービスの各項目について、同期するかを設定でき
ます。 
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